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九
州
大
学
医
学
部
（
当
時
京
都
帝
国
大
学
福
岡
医
科
大
学
）
に
整
形

外
科
学
講
座
が
、
明
治
四
二
年
五
月
二
四
日
に
創
設
さ
れ
た
の
は
、

東
大
、
京
大
に
次
い
で
三
番
目
で
あ
り
、
本
年
（
平
成
十
一
年
）
は

九
十
周
年
目
を
迎
え
る
。
初
代
教
授
は
住
田
正
雄
で
あ
る
が
、
こ

れ
ま
で
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
、
波
乱
に
富
ん
だ
彼
の

生
涯
に
つ
い
て
述
べ
る
。

彼
は
明
治
十
一
年
三
月
二
七
日
当
時
の
兵
庫
県
津
名
郡
江
井
村

垂
井
（
現
一
宮
町
江
井
）
で
、
代
々
回
問
屋
で
産
を
な
し
た
八
代
目

金
作
を
父
と
し
て
十
人
兄
弟
の
四
男
と
し
て
出
生
。
母
き
い
は
別

所
家
の
出
身
で
、
遠
く
は
別
所
長
治
（
天
正
年
間
）
に
、
近
く
は
東

大
整
形
外
科
三
木
威
勇
治
（
第
三
代
目
教
授
）
に
繋
が
る
家
系
で
あ

る
。
明
治
三
五
年
十
二
月
東
大
卒
業
後
、
外
科
の
佐
藤
三
吉
教
授

に
師
事
し
た
。
最
初
の
論
文
は
同
三
七
年
「
神
経
学
雑
誌
」
に
掲

33

九
州
に
お
け
る
近
代
整
形
外
科
学
の
祖
、

住
田
正
雄
の
生
涯ｊｌ

ｏ
小
林

ｊ２

品
・
長
門
谷
洋
治

載
さ
れ
た
「
稀
有
な
る
脊
椎
破
裂
症
の
一
例
」
で
あ
る
。
東
大
時

代
は
こ
の
他
四
編
の
報
告
が
あ
る
が
、
外
科
関
係
と
整
形
外
科
関

係
が
相
半
ば
し
て
い
る
。

同
三
九
年
八
月
京
都
帝
大
福
岡
医
科
大
学
助
教
授
と
し
て
赴
任

し
、
外
科
学
第
二
講
座
を
分
担
、
後
に
助
教
授
の
ま
ま
講
座
担
当

と
な
る
。
九
大
に
お
け
る
最
初
の
論
文
は
同
四
一
年
の
「
ク
ロ
ロ

フ
ォ
ル
ム
の
有
害
後
作
用
に
就
い
て
」
で
あ
る
。
同
四
一
年
九
月

よ
り
文
部
省
よ
り
海
外
留
学
を
命
じ
ら
れ
、
主
と
し
て
ド
イ
ツ
に

滞
在
、
特
に
序
言
国
侭
の
厚
言
冒
顧
冑
教
授
の
も
と
で
、
二
年
間

関
節
強
直
に
対
す
る
授
動
術
の
実
験
的
研
究
に
精
力
を
注
ぎ
、
後

に
生
涯
を
通
じ
て
の
研
究
テ
ー
マ
と
な
り
、
伝
統
的
に
九
大
整
形

外
科
の
お
家
芸
と
な
っ
た
。
授
動
術
に
つ
い
て
は
六
十
ペ
ー
ジ
に

お
よ
ぶ
独
文
の
他
に
、
十
七
の
論
文
が
残
っ
て
い
る
。
同
四
五
年

六
月
帰
国
、
翌
月
九
州
帝
国
大
学
医
科
大
学
教
授
に
任
じ
ら
れ
整

形
外
科
学
講
座
を
担
当
、
時
に
三
四
歳
で
あ
っ
た
。

ど
の
講
座
で
も
草
創
期
に
は
困
難
を
伴
う
が
、
整
形
外
科
に
は

最
初
入
院
病
棟
が
な
く
、
総
長
の
許
可
で
市
内
の
私
立
三
病
院
を

使
用
し
、
入
院
治
療
を
行
っ
た
。
大
正
五
年
よ
う
や
く
病
棟
が
割

り
当
て
ら
れ
て
、
こ
の
制
度
は
停
止
さ
れ
た
。
こ
れ
が
後
の
い
わ
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ゆ
る
特
診
事
件
の
一
因
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
教
室
の
業
績
は
年
々
増
加
す
る
が
、
活
躍
の
舞
台
は
主

と
し
て
日
本
外
科
学
会
で
あ
っ
た
。
住
田
は
第
十
五
回
総
会
で
は

「
関
節
結
核
」
、
第
二
六
回
で
は
「
脊
椎
カ
リ
エ
ス
」
の
宿
題
報
告

を
担
当
す
る
。
第
二
五
回
で
は
会
長
と
な
っ
た
。
第
十
五
回
総
会

の
と
き
、
東
大
ま
で
出
向
き
関
節
授
動
術
の
手
術
の
実
際
を
供
覧

し
、
鮮
や
か
で
流
れ
る
よ
う
な
手
捌
き
を
皆
に
示
し
て
い
る
。
整

形
外
科
学
は
運
動
器
外
科
学
、
人
体
力
学
、
奇
形
学
の
三
部
門
か

ら
な
り
、
外
科
学
の
大
道
は
整
形
外
科
で
あ
る
と
主
張
し
、
整
形

外
科
学
会
の
創
設
に
は
参
加
し
な
か
っ
た
。

大
正
十
四
年
七
月
十
八
日
の
地
元
新
聞
は
、
い
わ
ゆ
る
九
大
特

診
事
件
に
つ
い
て
、
最
初
の
報
道
を
行
っ
た
。
以
来
、
医
学
部
内
、

周
辺
の
旅
館
、
市
内
・
市
外
の
関
連
入
院
施
設
、
車
夫
ま
で
が
司

直
の
取
り
調
べ
の
対
象
と
な
り
、
数
人
は
収
監
さ
れ
た
。
市
民
大

会
も
二
回
開
催
さ
れ
、
政
党
の
議
論
に
ま
で
進
展
す
る
に
及
ん
で
、

同
年
八
月
十
七
日
付
け
で
住
田
を
含
む
三
教
授
、
一
講
師
、
一
助

手
の
依
願
免
官
の
形
で
事
件
は
収
拾
さ
れ
た
。
以
後
も
訴
追
の
動

き
が
高
ま
っ
た
が
、
そ
の
ま
ま
決
着
し
た
。
私
見
で
は
こ
の
事
件

の
発
生
、
経
過
は
、
医
学
部
独
特
の
診
療
の
問
題
、
西
欧
の
教
授

の
慣
習
、
市
民
感
情
の
エ
リ
ー
ト
に
対
す
る
わ
だ
か
ま
り
、
ス
ケ

ー
プ
・
ゴ
ー
ト
的
摘
発
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
底
流
に
あ
っ
た

こ
と
な
ど
の
要
因
が
重
な
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

住
田
は
失
脚
後
、
大
阪
市
東
区
北
久
太
郎
町
（
現
大
阪
市
中
央
区

役
所
前
）
で
、
昭
和
二
年
二
月
に
開
業
し
た
・
名
称
は
あ
く
ま
で
「
住

田
外
科
病
院
」
で
あ
っ
た
。
臨
床
的
研
究
も
発
表
し
、
同
十
二
年

の
第
一
回
日
本
臨
床
外
科
学
会
で
は
「
骨
お
よ
び
関
節
の
結
核
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
、
特
別
講
演
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
昭

和
二
十
年
六
月
一
日
の
大
空
襲
に
罹
災
、
京
都
に
隠
棲
し
た
。
こ

の
と
き
既
に
、
夫
人
に
先
立
た
れ
、
四
人
の
子
供
の
内
三
人
は
天

折
し
、
残
る
次
男
も
同
二
十
年
三
月
比
島
で
戦
死
す
る
と
い
う
三

重
の
不
幸
に
見
舞
わ
れ
て
、
昭
和
二
一
年
一
月
二
一
日
孤
独
の
中

で
逝
去
し
た
。
享
年
六
七
歳
で
あ
っ
た
。
墓
は
郷
里
の
法
華
寺
に

あ
る
。

（
蒲
原
宏
先
生
の
御
教
示
に
感
謝
い
た
し
ま
す
）

（
、
福
岡
整
形
外
科
病
院
）

（
”
長
門
谷
皮
膚
科
）


